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日本の素晴らしい食品を海外へ
■株式会社プライム・ストリーム北海道

・国内仕入/輸出業務/輸入業務

・主な取扱商品 食品全般

・所在地 音更町、札幌市

・設立 2013年8月

・代表取締役 増田 貴行

■PRIME STREAM ASIA PTE LTD

・輸入卸/BtoC向けECサイトの運営

・主な顧客 飲食店

・所在地 シンガポール

・設立 2013年8月

・代表取締役 増田 貴行

（株）山本忠信商店
のグループ会社です

会社概要
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■2013年12月 開始

■週3便
・千歳発 ― 月・水
・成田発 ― 火

【コロナ前】
朝到着した荷物を当日午前中引取

【現在】

到着後引取までに7時間以上を要する

■主な輸送品
生鮮品（ウニ、鮮魚、野菜、果物、乳製品、きのこ等）

輸出実績 ~航空定期便
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■2015年4月 開始

■月1便の運行

■-25度設定/約3週間

■主な輸送品
エビ、カニ、牡蠣、ホタテ、鰻、
アイスクリーム、冷凍スイーツなど

輸出実績〜海上定期便 （冷凍）
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■2020年6月定期化

■2ヵ月に１便運行

■主な輸送品
酒類、小麦粉、缶詰、調味料、じゃがいも、コスメなど

輸出実績〜海上定期便（冷蔵）
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はじめに「シンガポールにおける日本食の需要拡大とフードビジネスの可能性」

シンガポールにおいては、日本食が非常に人気があり、多くの日本飲食店が進出し、現地の人々に愛されています。しかし、新型コロナ
ウイルスの影響により、多くの飲食店が苦境に立たされています。
一方で、シンガポールにおける飲食業界は、安全対策を徹底的に施行することで、感染拡大を防ぎつつ、新しい形態のサービスやデリ
バリーなどを展開しています。また、政府の支援策もあり、多くの飲食店がこの困難な時期を乗り越えています。

シンガポール市内には、寿司、ラーメン、天ぷら、焼肉、お好み焼き、うどんなど、様々な日本食のレストランがあり、日本食のファンにとっ
ては、楽しい食の街として知られています。また、日本の地方料理や新しい食文化も広く紹介され、シンガポールの多様性あふれる食文
化に貢献しています。

さらに、シンガポールには多くのフードビジネスが存在し、飲食店や食品製造業が盛んです。シンガポールは国土が狭く、資源に乏しいこ
とから、食料自給率の向上や食品の安全性確保に力を入れており、厳格な食品安全基準や認証制度が整備されています。また、環
境にも配慮し、持続可能な食品生産や廃棄物削減など、環境に配慮した取り組みも進められています。

このように、シンガポールにおける日本食の需要は高く、飲食店出店やフードビジネス展開には大きな可能性があります。しかし、競争も
激しいため、独自性のあるコンセプトや高品質なサービスを提供することが重要です。今後は、感染対策に徹底的に取り組みながら、
多様なサービス提供やオンライン販売などの展開が求められます。

"Expansion of Japanese Food Demand and Business Opportunities in Singapore"
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【内容】
1. Japan food fiesta in Singapore 2022年度報告
✓ 前年度のイベントに比べ、出店数が増加したことにより、多様な日本食を提供できた。
✓ イベント期間中に実施した調査により、日本食に対するシンガポール側の興味が高まっていることが分かった。
✓ SNS等の情報発信により、イベントに参加した人々が拡散してくれたことにより、イベントの認知度が高まった。

2. Japan food fiesta in Singapore 2023年度展開計画
✓ イベントの期間を延長し、より多くの日本食を提供できるようにする。
✓ 出店者の応募を促し、より多様な種類の日本食を提供できるようにする。
✓ 会場内で日本文化に触れることができるエリアをより多く設置し、より深い日本食体験を提供できるようにする。

3. シンガポールでの日本食市場のトレンド
✓ 近年、日本食市場は拡大しており、新しい飲食店も続々とオープンしている。
✓ 日本食の需要は高く、特にラーメン、寿司、焼き鳥などが人気がある。
✓ シンガポール市民の味覚は洗練されており、高品質な日本食に対する需要が高まっている。
✓ 北海道物産がオンラインショップを通じて商品提供することにより利用者が拡大。

【結論】
✓ Japan food fiesta in Singaporeは、シンガポール側に日本食を広める重要な役割を果たしている。
✓ 今後もより多くの日本食を提供し、より深い日本文化体験を提供することが求められる。
✓ シンガポールでの日本食市場は今後も拡大し続けることが予想されるため、日本食ビジネスに携わる人々は

市場
トレンドを把握し、ニーズに合わせたビジネス戦略を考える必要がある。

✓ オンライン販売の拡大により北海道物産の需要が増加する可能性がある。

1.Japan food fiesta in Singapore 
の報告及びその後の展開
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✓ 北海道産品の高品質と新鮮さに魅力を感じており、北海道の食品や農産物を求める傾向がある。
✓ 物産展などで、チーズ、牛乳、鮭、かに、メロンなどの北海道産品が人気を集めている。
✓ 北海道産品が健康的で安全であることが、シンガポール市民にとって魅力的な要素である。

シンガポールでは北海道産品の需要が高まっており、物産展や北海道食品店が人気を集めています。
この発表では、シンガポールでの北海道産品の需要と変化、今後の動向について取り上げます。

シンガポールでの

北海道物産の需要

シンガポールでの

北海道物産の変化

シンガポールでの

北海道物産の今後の動向

✓ 近年、シンガポールでの北海道物産の需要は増加しているが、価格帯が高いため、
一部の消費者には手の届かないものになっている。

✓ 他の地域産品との競争が激しくなっていることもあり、より高品質で値段帯の低い産品が求められている。
✓ これに対し、北海道側では海外市場向けの品質管理の向上や、生産・加工コストの削減などに
取り組むことが求められている。

✓ 健康志向や安全志向が高まっていることから、北海道産品の需要は今後も拡大すると予想される。
✓ これに対し、北海道側では、より高品質で低コストな生産・加工方法の開発や、シンガポール市場に合わ
せたマーケティング戦略の構築が求められている。

2.シンガポールにおける「北海道物産」の今後
の動向とトレンドによる需要と変化
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【結論】

✓シンガポール市民は、北海道産品の高品質や安全性に魅力を感じ、需要が高まっていることが分
かった。

✓一方で、価格帯の高さや競争激化などの課題もあるため、北海道側は生産・加工コストの削減や
マーケティング戦略の見直しを進めることが求められている。

✓シンガポール市場での成功に向けては、北海道産品がシンガポール市民の好みに合わせた商品開
発を行うなど、ニーズに合わせたビジネス戦略の構築が不可欠である。

高品質
安全性

需要は高い

食文化
商品開発力
ビジネス戦略
（EC）

国際的な
競争力の強化
戦略・戦術の

再考

2.シンガポールにおける「北海道物産」の今後
の動向とトレンドによる需要と変化
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✓ シンガポールの飲食店市場は拡大しており、多様な料理やスタイルの店舗が増えている。
✓ デリバリーやテイクアウトなど、消費者のライフスタイルに合わせたビジネスモデルが注目されている。
✓ シンガポール市民の健康志向が高まっており、低糖質やベジタリアン・ヴィーガン向けのメニューが
求められている。

シンガポールでは、多様な国籍の人々が暮らしており、多様な料理が提供されています。
飲食店の今後の動向とトレンド、そして「和食」のニーズと変化について取り上げます。

シンガポールの飲食店の
今後の動向とトレンド

「和食」のシンガポール
市場におけるニーズと変化

和食ビジネスにおける
成功のポイント

✓ シンガポールでは、日本食が人気があり、「和食」もその一部として愛されている。
✓ 近年は、和食をよりカジュアルに提供する店舗や、和食と他の料理を融合した店舗が増加している。
✓ また、シンガポール市民の健康志向が高まる中、和食の健康的なイメージが注目され、低糖質や
ベジタリアン・ヴィーガン向けの和食メニューが求められて。

✓ シンガポール市場での和食ビジネスにおいて、成功のポイントは高品質な食材やサービスの提供、
店舗の内装や雰囲気の演出やECサイトの利用拡大などが挙げられる。

✓ また、シンガポール市民の健康志向や環境への配慮が高まる中、低糖質やベジタリアン・ヴィーガン向けの
和食メニュの提供など、ニーズに合わせたビジネス戦略の構築が求められている。

3.シンガポール飲食店の今後の動向とトレン
ドによる「和食」のニーズと変化
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【結論】
シンガポール市場での飲食店ビジネスは、多様な料理やスタイルの店舗が増え、デリバリーやテイクアウ
トなど消費者のライフスタイルに合わせたビジネスモデルが注目されている。
✓和食については、よりカジュアルな店舗や他の料理との融合が注目され、健康志向や環境への配慮
が高まる中、低糖質やベジタリアン・ヴィーガン向けの和食メニューの提供が求められていることが分
かった。

✓和食ビジネスにおいて成功のポイントは、高品質な食材やサービスの提供、店舗の内装や雰囲気の
演出、そしてニーズに合わせたビジネス戦略の構築が重要であることが分かった。

和食
多様性

スタイルの変化

高品質
サービス
ビジネス戦略

カルチャーや
地域のニーズ
の把握

3.シンガポール飲食店の今後の動向とトレン
ドによる「和食」のニーズと変化
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✓ 韓国系飲食店は、シンガポール市民にとって新しい食文化として受け入れられていること。
✓ 特に、健康的でヘルシーなイメージがある韓国料理が、シンガポール市民にとって魅力的であること。
✓ 店舗の内装やサービスの提供にも力を入れており、ドラマをテーマにした空間作りなど顧客体験を意識
したサービスの提供などにより食だけではない成功体験を得ている。

シンガポールにおける韓国
系飲食店の成功特性

日本との比較において
学ぶこと

韓国系飲食店ビジネス
における成功のポイント

✓ 日本における韓国系飲食店は、韓国食ブーム後も多くの店舗がオープンしている。
✓ シンガポールでは、健康的でヘルシーなイメージのある韓国料理が人気である一方、 シンガポールでは
辛い韓国料理やボリュームのある韓国料理が人気である。

✓ シンガポールでは、店舗の内装やサービスの提供に力を入れており、居心地の良い空間が求められる
一方、日本では食材の質や味に重点を置く傾向があること。

✓ 韓国系飲食店ビジネスにおいて成功のポイントは、高品質な食材やサービスの提供、店舗の内装や
雰囲気の演出、そしてニーズに合わせたビジネス戦略の構築が重要であることが分かった。

✓ 特に、韓国料理の健康的でヘルシーなイメージがシンガポール市民に受け入れられ、ニーズに合わせた
メニューやサービスの提供や韓国食材の専門店など地域に根付いていることが成功のポイントである。

シンガポールでは、韓国系飲食店が増加しており、人気を集めています。
シンガポールにおける韓国系飲食店の成功特性と、日本との比較を通じて学んだことを取り上げます。

4.シンガポールにおける韓国系飲食店の成功特性
と現代日本人社会との比較において学ぶこと
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【結論】
✻ シンガポール市場において、韓国系飲食店は健康的でヘルシーなイメージがあり、居心地の良い空間やニーズに
合わせたビジネス戦略や顧客成功体験が注目されていることが分かった。

✻ 日本との比較を通じて、シンガポール市場における韓国系飲食店の成功特性やビジネス戦略について学ぶこと
ができた。

【まとめ】
以上の調査結果から、各業界において、市場トレンドや消費者ニーズに合わせたビジネス戦略の構築が不可欠で
あることが分かった。今後は、より質の高い商品やサービスの提供、持続可能性や健康志向に配慮した取り組みな
ど、より付加価値の高いビジネス展開が求められる。そして、シンガポール市場において成功するためには、市場や消
費者のトレンドを把握し、競争力を持つ独自性のあるビジネスモデルの構築が欠かせないことが明らかになった。

多様なニーズ
と文化

独自性
顧客成功体験

Catch up

4.シンガポールにおける韓国系飲食店の成功特性
と現代日本人社会との比較において学ぶこと
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Singapore

TAKE HOME MESSAGE
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